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ギフト市場に関する調査結果 2014 
～ギフト市場における「競合」は「小売市場全体」へ～ 

 
【調査要綱】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【調査結果サマリー】 
 

 2013 年度の市場規模は、前年度比 100.9％の 17 兆 4,500 億円のプラス成長 

2013 年度のギフト市場規模は小売金額ベースで前年度比 100.9％の 17 兆 4,500 億円であった。昨今

のギフトは、主に品質重視であり、また、高単価のものも多く、これが市場を牽引した。また、中元・歳暮が

「季節のイベント」として定着し、若い世代にも浸透しつつあることから、これも市場拡大の一因となった。 

 
 ギフトの進化～中元・歳暮はイベント化、カタログギフトはインターネットギフトへ 

  かつては季節の儀礼的な贈答だった中元・歳暮が「季節限定品」が販売されるイベントに変化し、カジ

ュアル化した。また、冠婚葬祭全てに対応し、年代や性別も問わない万能ギフトだった「カタログギフト」は

贈られた紙のカタログから選ぶ形式から、インターネット上で商品を選ぶ形式へと進化してきている。 

 
 生活者の趣味・嗜好の多様化に伴い、ギフト商材も多様化、 

ギフト市場は小売業態の枠を超え、「競合」は「小売市場全体」へ 

近年、生活者の趣味・嗜好は多様化し、ギフトの「定番」がなくなりつつある。贈られた人が喜ぶもので

あれば、全てギフトになる今、小売業は全て、「ギフト好適品」を取り扱う業種であるともいえる。ギフト市場

においては、もはや競合は「同業他社」ではなく、小売市場全体であるものと考える。 

 
◆ 資料体裁 
 
 
 
 
 
 
 

 株式会社 矢野経済研究所  
所在地：東京都中野区本町2-46-2 代表取締役社長：水越 孝  
設 立：1958年3月 年間レポート発刊：約250タイトル URL: http://www.yano.co.jp/ 

 

 

本 件に関するお問合せ先（当社 HP からも承っております http://www.yano.co.jp/） 

矢野経済研究所では、次の調査要綱にて国内ギフト市場の調査を実施した。 
 
1．調査期間： 2014 年 5 月～6 月 
2．調査対象： ギフト卸・メーカー、小売（百貨店・量販店・専門店・通販）等 
3
 
．調査方法： 当社専門研究員による直接面談、電話によるヒアリング、郵送アンケート、文献調査併用 

＜ギフト市場とは＞ 
本調査におけるギフト市場とは、個人、法人における贈り物や進物などを対象とし、中元・歳暮需要を含む。 
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【 調査結果の概要 】 

1. ギフト市場全体の概況と予測 
2013 年度のギフト市場規模は小売金額ベースで前年度比 100.9％の 17 兆 4,500 億円であった。昨

今のギフトは、主に品質重視であり、また、高単価のものも多く、これが市場を牽引した。また、中元・歳暮

が「季節のイベント」として定着し、若い世代にも浸透しつつあることから、これも市場拡大の一因となっ

た。 

当面はこうした傾向が続くものと見られ、2014 年度のギフト市場規模は前年度比 100.6%の 17 兆 5,500

億円を見込み、2015 年度は同 100.9%の 17 兆 7,000 億円を予測する。 

近年、生活者の趣味・嗜好は多様化し、ギフトの「定番」がなくなりつつある。一方で、百貨店がショッピ

ングセンター化し、ホームセンターやドラッグストア、家電量販店が大型雑貨店化するなど、小売業態の

枠がなくなってきている。ギフト市場についてこうした現況を換言すると、ネット通販や実店舗を含む小売

業は全て、「ギフト好適品」を取り扱う業種であるともいえる。 

また外国人観光客は、土産物店だけでなく、百貨店や駅ビル、食品スーパーやコンビニエンスストアで

も「日本土産」を購入している。 

ギフト市場においては、もはや競合は「同業他社」ではなく、小売市場全体であるものと考える。 

 

 
2. 注目すべき動向 
2-1. 中元・歳暮の動向～中元・歳暮は季節限定のイベントへ 

かつては季節の儀礼的な贈答であった中元・歳暮だが、今では各社が注力する「季節限定品」が販売

されるイベントに変化し、且つカジュアル化している。これにより儀礼的な意味合いは薄れ、親しい人への

プレゼントとして贈ったり、自分用に購入したりという、むしろ「季節限定イベント」へと変化してきている。 

 

2-2. カタログギフトの進化～インターネットで贈る・選ぶギフトへ 

冠婚葬祭全てに対応でき、年代や性別も問わない万能ギフトといわれた「カタログギフト」だが、普及が

進んだ結果として「受け取ったことがある」等の理由で贈られた人が満足しないケースも増えてきた。その

ため、利用者の声を反映し、贈られた紙のカタログから選ぶ形式から、インターネット上で商品を選ぶ形

式へと進化してきている。これにより商品点数の拡大や入れ替え、また賞味期限の短い生鮮品や、流行

サイクルの短いファッション関連なども付加することができ、利用者の満足度の向上に一役買っている。  

ギフト市場においてもインターネット上でのギフトの授受が進み、ソーシャルギフト化してきていると考え

る。 

 

2-3. 高単価なシニア向けギフト～贈る人・贈られる人の年代とギフト価格は比例する 

母の日、父の日や、親世代の誕生日等のギフト単価が上昇している。この背景には団塊世代以上が既

にシニア世代になり、またその子供も団塊ジュニア世代であることから、「贈る人」も「贈られる人」も年代が

上がっていることがある。これに伴い、贈る物の単価が高く、選ぶ品はモノだけでなく、宿泊や食事等の高

額体験型ギフトが選ばれる機会も増える傾向にある。  
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図 1. ギフト市場規模推移と予測 
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注 1. 小売金額ベース 
注 2. （見込）は見込値、（予測）は予測値 
 
 
 
  

図 2. 中元・歳暮市場規模推移と予測 
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注 3. 小売金額ベース、個人・法人需要を含む 
注 4. 中元・歳暮市場規模はギフト市場規模の内数 
注 5. （見込）は見込値、（予測）は予測値 
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